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1．はじめに
エリザベス朝の劇作家たちが，劇の粗筋を考える際に大陸から流入した散文物語（ノヴェラ）を大いに参照し
たことは周知のとおりである。特に，ウィリアム・ペインタ （ーWilliam Painter, c．1525－1594）が，ラテン語，
ギリシャ語，フランス語，イタリア語から百余りのもの物語を翻訳して編纂した『悦楽の宮殿（The Palace of
Pleasure，1566－67）』の成功は，大陸ノヴェラの英訳を流行させただけでなく，ノヴェラと融合する形でのエ
リザベス朝演劇の発展に大きく貢献した1）。ノヴェラと舞台の最大の違いは，言うまでもなく，文章だけで読者
に語られるか，観客の前で役者の身体が提示されるかの違いである。本稿では，ノヴェラから舞台への移行に伴
う人物表象の変化として，特に身体提示の有無による変化として，妊婦表象の変化に注目する。その理由は以下
の二つに拠る。
一つは，ノヴェラと舞台という媒体の違いによる人物像の変化は，男性登場人物よりも女性登場人物にしばし
ば目立つからである。これは，ノヴェラの女性が語り手の道徳観に縛られて遠景化されがちであるのに対して，
舞台の女性は観客と直接的に交渉する自由を持つことによる。また，エリザベス朝の舞台で女性役が男性（主に
少年）によって演じられていたことも関係する。この種の議論でしばしば引用される Judith Butlerの，「ジェン
ダーとは演技である」という考え方を強調するかのように2），少年俳優が演じる「女性性」はそのシアトリカリ
ティが強調される3）。少年俳優が演じる女性が初めから「作りもの」であるため，いかにも物語の世界にだけ存
在しそうなフラットで典型的な女性は，舞台上では一層嘘臭くなりうる危険があり，ゆえに劇作家たちは女性登
場人物のリアリティを出すために様々な工夫を凝らしている。たとえば，シェイクスピア（William Shake-
speare，1564－1616）のクレオパトラ（Cleopatra）は，侍女に語る以下の台詞で，自分が少年俳優によって真似
されることの屈辱を述べる。
Cleopatra. and I shall see
Some squeaking Cleopatra boy my greatness
I’th’posture of a whore. (Antony and Cleopatra,5.2,218-20)4）
この台詞は，語るクレオパトラ自身が少年俳優であることを観客に思い出させると同時に，「見ず知らずの少年
俳優が演じる嘘っぽい演技」を批判することで，自分のリアリティを主張している。また，女性登場人物に多面
性を持たせることも，彼女たちの現実味ある人間性を観客に訴える手段である。たとえば，シェイクスピアのジ
ュリエット（Juliet）を二つの種本と比較してみたい。アーサー・ブルック（Arthur Brooke）の『ロミウスとジ
ュリエットの悲話（The Tragicall Historye of Romeus and Juliet,1562）』のジュリエットと，ぺインターの「ロ
ミオとジュリエッタ（‘Rhomeo and Julietta’）」のジュリエッタは，両方とも泣いてばかりの女々しいキャラク
ターであるが，シェイクスピアのジュリエットは，独立心に富み，彼女の主導でロミオとの愛が展開し，ロミオ
の追放を知らされたときの反応（夫が追放されるよりむしろ両親が死んだ方がましだという反応）や，自害する
際の潔さなどにも，種本とは違う雄々しさが見られる。このように舞台上の女性登場人物には，リアリティと観
客の共感を付与する工夫が凝らされている。
本稿で妊婦の表象に注目するもう一つの理由は，大きなお腹という目に見える特徴を伴った身体提示がなされ
るとき，「母性」や「女性性」のもつ意味がより一層重要になるからである。Kathryn M. Moncriefと Kathryn
R. McPhersonは，先述の Butlerの「役割演技」としてのジェンダー論を用いながら，近代初期のイングランド
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には「妊婦の役目」，「妊婦の役割」を規定する文化的規範があり，女性自身もそれを意識的に取り入れていたと
論じる。
With cultural norms (for instance, in sermons and conduct books) weighing upon them, women
knew the appropriate parameters of the maternal role ; they watched themselves, even as they
were watched by their relations and their neighbors.5）
こうした文化規範が存在した背景には，妊娠の仕組みや妊婦のセクシュアリティといった問題が，特に男性にと
って謎が多いという事情があった。謎の多さは様々な議論を呼び，「妊婦の身体は結果として，文化的葛藤を秘
めたスペースであり，想像力と争いを生む場所」であった6）。そして近代初期の劇作家たちは，妊婦の身体を意
識的に舞台上に提示することで，こうした社会の先入観・不安・欲望を映し出そうとしたといえる7）。更には，
少年俳優の演技によって妊婦の役割や母性が「構築され，演じられるもの」として提示されることと，先述した
ような女性登場人物をよりリアリスティックに見せる試みとの巧妙なバランスの中で，舞台上の妊婦表象は，ノ
ヴェラでは見られないような独特な効果を発揮しうると言える。
そこで本稿では，ジョン・ウェブスター（John Webster, c.1580－1634）の『モルフィ公爵夫人（The Duch-
ess of Malfi, 1614）』の公爵夫人（Duchess）と，シェイクスピアの『終わりよければすべてよし（All’s Well
That Ends Well, 1603）』のヘレナ（Helena）の妊婦表象について，それぞれ種本となったペインターのノヴェ
ラのヒロイン達の人物像と比較をした上で，彼女たちの妊婦としての身体提示が劇にもたらす効果を考察する8）。
2．ノヴェラの妊婦たち
舞台上の妊婦の身体表象を論ずる前に，身体提示を伴わないノヴェラにおける妊娠・出産場面の描かれ方をみ
ておきたい。まず，ウェブスターの『モルフィ公爵夫人』の種本となった，ペインターの『悦楽の宮殿』第2巻
第23話所収の「モルフィ公爵夫人（“The Duchess of Malfi”）」では，公爵夫人の三度にわたる妊娠・出産が以
下のように語られる。
＜公爵夫人の場合＞
And as it is impossyble to tyll and culture a fertyle Grounde, but that the same muste yelde
some Fruyte, even so the Duchesse after many pleasures (being ripe and plentifull) became with
childe, which at the firste astonned the maried couple : neverthelesse the same so well was pro-
vided for, as the first Childbed was kept secret, and none did know thereof :
(“The Duchess of Malfi.” p.20)9）
…for so mutch as the Duchesse beinge great with Childe againe, and delivered of a Girle, the
businesse of the same was not so secretly done, but that it was discovered． (p.20)
This good Lady hearing hir husband’s discourse, uncertayne what to do, wept bitterly, as well for
grief to lose his presence, as for that she felt her self with child the third time : (p.23)
三番目の子どもに関しては妊娠だけの言及で，出産についてははっきりと描かれていないが，いずれにせよノヴ
ェラの語りの中では妊娠から出産までがほとんど間髪をおかずに続く。この淡白な語り口は，『終わりよければ
すべてよし』の種本である，『悦楽の宮殿』第1巻第38話の「ナルボンヌのジレッタ（“Giletta of Narbonne”）」
でもほぼ同様である。
＜ジレッタの場合＞
God so disposed the matter that the Countesse was begotten with child, of two goodly sonnes,
and her delivery chaunced at the due time. (“Giletta of Narbonne.” p.177)10）
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The Countesse… continuing in Florence till the time of her childbedde, being brought a bedde of
twoo sonnes, whiche were very like unto their father, and caused them carefully to be noursed
and brought up… (p.178)
ペインター以外のノヴェラからも妊娠・出産場面の一例を挙げておく。以下は，シェイクスピアの『冬物語（The
Winter’s Tale,1610）』の種本となった，ロバート・グリーン（Robert Greene, c.1558－1592）の『パンドスト
（Pandosto : The Triumph of Time,1588）』における，ベラリア（Bellaria）の妊娠と出産場面である。『冬物語』
のハーマイオニ（Hermione）とは違い，ベラリアは嫉妬に駆られた夫によって投獄された後に妊娠に気づく。
＜ベラリアの場合＞
As thus she lay crossed with calamities (a great cause to increase her griefe) she found her
selfequicke with childe : which assoone as she felt stir in her bodie, she burst foorth into bitter
teares, exclaiming against fortune in these tearmes. (“Pandosto.” p.164)11）
For Bellaria was brought to bed of a faire and beautifull daughter, which no sooner Pandosto
heard, but he determined that both Bellaria and the yong infant should be burnt with fire.
(pp.165-66)
以上の三つの例から，ノヴェラの女性の妊娠は，突然読者に告げられたかと思うと数行以内には出産している
か，遅くとも1～2頁後には出産しており，妊娠も出産も極めてあっさりと語られるのが共通点である。
一方舞台では，もちろん出産シーンそのものが観客の前で演じられることはないが，例えばハーマイオニは，2
幕2場での出産に至る前に，1幕2場と2幕1場で臨月のお腹を抱えて登場する12）。また，ウェブスターの公爵
夫人も，2幕1場で妊婦として登場する際にはすでに臨月と見え，まもなく陣痛が始まり，2幕3場では舞台裏
で進行中のお産の叫び声を舞台上のボゾラ（Bosola）が聴きつけている。このようにノヴェラの淡白な語りとは
顕著に異なる舞台上の妊婦の身体性は，劇にどのような効果をもたらすのであろうか。
3．舞台における妊婦の表象
本節では，ノヴェラを読んで空想する妊婦の姿と，舞台上に妊婦の身体を提示する効果の違いを，人物像の変
化も考慮しながら検証する。当時の舞台上において，少年俳優がどのように妊婦を演じていたかについては，残
された実証的・演劇的史料の不足のために予想の域を出ないが，おそらくお腹に詰め物をして手をお腹に当てる
など，肖像画で描かれる妊婦像のイメージを模していたと思われる。
近代初期演劇における妊婦の表象について，現代の批評家達は，妊婦の身体が醸し出すイメージを論じてきた。
例えば Sid Rayは，妊婦の身体はその女性が性的にアクティブであること，また彼女の身体が非常に肥沃で生
産力があることを意味するとし13），Monika Karpinskaは，妊婦の身体はその女性が自然の力と密接に結びつい
ていること，および男性にとって祝福と恐怖の二重の保証を意味すると論じる14）。つまり妻の浮気を突然疑い始
めたレオンティーズ（Leontes）の嫉妬も，臨月のお腹を抱えて登場するハーマイオニの身体性がアピールする
セクシュアリティに拠るところが大きいのだ。また Janelle Jenstadは，出産場面は決して舞台上では演じられ
ないものの，妊娠や出産が女性人物に力を与える出来事であり，男性を閉め出す女性同士の団結・連帯と女性同
士の秘密主義を伴うと指摘している15）。これらのイメージも考慮しながら，以下ではウェブスターの公爵夫人と
シェイクスピアのヘレナについて，舞台上の妊婦の表象を具体的に考えたい。
3．1．ウェブスターの公爵夫人
ウェブスターの描く公爵夫人の身体について，Sid Rayは，肥沃さと生産性に加えて，完全性や母としての強
さ，また「王の二つの身体」にも匹敵するようなダブル・ボディなどの積極的象徴性を読み込む。そしてペイン
ターのノヴェルにおいては女性の身体があくまで「男が耕す畑」として描かれているのに対して16），ウェブスター
の公爵夫人は，彼女の女性としての身体が政治世界においても重要な意味を持っており，むしろ男性よりも統治
者にふさわしい権威が与えられていることを強調する17）。
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しかし，「妊婦」としての身体性だけが公爵夫人の権威や威厳に貢献しているわけではない。ウェブスターの
公爵夫人は，まずノヴェラの語り手を失い直接観客と対峙した時点で，ペインターの「モルフィ公爵夫人」の語
り手が持つ潔癖なほどの道徳観から解き放たれている18）。
ウェブスターの劇にも，ノヴェラの語り手の代わりに公爵夫人を評価する役割を担う人物が配置されている。
まず，劇の冒頭におけるアントニオ（Antonio）とデリロ（Delio）の会話が，夫人の登場以前に語り手の役割を
果たしている。彼らは，枢機卿（Cardinal）とファーディナンド（Ferdinand）の邪悪な人物像と，公爵夫人の
気高い人物像について対照的に語ることで，開幕早々，観客の意識の中に登場人物に対する共感の区別を植え付
ける。またボゾラの役割も大きい。ペインターの物語におけるボゾラは，アントニオの暗殺者として最後の最後
に登場するだけで，公爵夫人とは全く関わりのない人物であるが，ウェブスターはボゾラを種本よりもずっと膨
らませて主要人物の一人に仕立てた。彼はファーディナンドに雇われて公爵夫人の秘密を暴こうとする人物であ
りながら，ファーディナンドの残酷さと，アントニオや公爵夫人の美徳を客観的に評価する。複雑な側面を持つ
ボゾラであればこそ，公爵夫人の気高さについて語る彼の台詞には逆に真実味があり，彼女を是認する語り手の
ように機能する19）。
ノヴェラの語り手の代わりに公爵夫人の女としての欲望を非難するのは，彼女の二人の兄，枢機卿とファーデ
ィナンドの役割である。しかし，この兄達の邪悪さがあまりに際立つために，観客が彼らと一緒になって公爵夫
人を非難することはありえない。むしろ公爵夫人が二人の兄と直接対峙したり，蝋人形の手で脅されたり，狂人
達に囲まれたりするなどの，ペインターのノヴェラには存在しない場面が加えられ20），公爵夫人が邪悪な兄達の
陰湿な仕打ちに堂々と耐えることで，彼女は観客の同情と尊敬を集める。兄達の仕打ちに耐える公爵夫人の強さ
は，舞台裏とはいえ出産シーンが描写されることで産みの苦しみを味わった母の強さに起因すると言えるかもし
れない21）。
このように公爵夫人の人物像はノヴェラのそれから大きな変化を遂げて，力強く堂々とした女性となっている
ため，舞台上の彼女の妊婦としての身体性に，先述のような積極的な象徴性を読み込むことも可能になる。その
一方で，実際に舞台上で彼女が妊婦として登場する場面では，彼女の身体性が，女性の立場の危うさや周囲の人々
にとってのミステリアス性を表していることも忘れてはならない。
公爵夫人が妊婦として登場するのは2幕1場で，ボゾラにもらった杏を食べまもなく陣痛が始まるという場面
である。「せり出したお腹（fat i’ th’ flank,72）」を「張り輪で広げたスカート（bawed farthingales,153）と
だぶだぶの上着（loose-bodied gown,74）でごまかしている」というボゾラの台詞からも，この時の彼女が臨
月に近いことは明らかで，ヒステリックな言動や杏をむしゃむしゃ食べ続ける姿も妊婦の兆候を示している。こ
の場面は，真相を探り出そうとするボゾラとヒヤヒヤしながら見ているアントニオを傍らに配することで，劇的
緊張が高まる。また，ボゾラが夫人の妊娠を疑いながらも，彼女の相手の素性までは気づいていないという点は，
秘密結婚が夫婦二人のものであるにもかかわらず，身体に変化をきたす女性の方が危険に晒されやすい事実を如
実に表している。
一方で，この場面のボゾラは公爵夫人の妊娠を100％確信するには至っていない。スカートで隠された夫人の
身体は，他人が覗くことの出来ないミステリアスな空間である。また，舞台裏で行われる出産シーンから男性陣
が排除されていること，公爵夫人の寝室は侍女と特別な人しか入るのを許されない，基本的に女の世界であるこ
と，秘密はすべてその空間に閉じ込められていることから，女性の寝室という空間がミステリアスな女性の身体
のアナロジーになっている。Lisa Hopkinsも，この劇に通底する内面性・内部性（interiority）を表すイメージ
パターンに着目し，“closet”，“womb”，“secret” のイメージの重なりや，公爵夫人にとっての「最も保護された
内部空間（“most protected interior space”）」としての「子宮」に言及する22）。この女性の部屋と身体のアナロ
ジーは，様々なノヴェラにも出てくるモチーフではあるが，それが舞台空間と結びついたときには，観客をも「覗
き見る者」や「目撃者」という立場にしてしまう点で，効果がより大きいといえる23）。この「隠され，守られた」
女性の部屋と身体のアナロジーが舞台空間で展開される効果や，観客だけがのぞき込むのを許されるプライベー
ト空間としての意味を考慮すれば，3幕2場で公爵夫人の部屋にファーディナンドが侵入してくる場面は，あた
かもレイプのような衝撃を公爵夫人と観客の両方に与えるのだ。
3．2．シェイクスピアのヘレナ
次に，シェイクスピアの『終わりよければすべてよし』から，へレナの妊婦としての登場について考える。種
本となったペインターの「ナルボンヌのジレッタ」では，女主人公ジレッタが，双子の息子を出産してから夫に
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会いに行くのに対し，シェイクスピアのヘレナはバートラム（Bertram）の子供を身篭った時点で彼に会いに行
くのが顕著な違いである。なぜシェイクスピアはこのような重大な変更を施したのか，その議論に入る前に，ヒ
ロインの人物像の変化をたどってみたい。
ジレッタとヘレナを比較すると，全体としてはヘレナの方が控えめで美徳に溢れた女性として描かれている。
ジレッタは知恵を働かせて自らの意志で次々と行動を起こすが，これは彼女がヘレナほどには身分が低いわけで
はなく，ある程度裕福で，旅に出るときや計画の協力者を得るときの資金に困っていないことに拠る。結婚直後
にベルトラモ（Beltramo）が戦場に逃げてしまっても，ジレッタは伯爵夫人としてしばらく夫の代わりにロッシ
リオンを統治し，臣下や人民の信頼を得るだけの才智がある。一方ヘレナは，バートラムとの身分差や彼女の貧
しさが強調されると同時に，それを補う彼女の美徳も強調される。夫が戦場に逃げると，ヘレナは彼を戦場に追
いやってしまった自分を責めながら巡礼の旅に出る。夫を取り戻すために協力を仰いだ未亡人（Widow）とそ
の娘ダイアナ（Diana）にも即金でお礼をできない状態であるが，女性同士の連帯感のおかげもあり，苦境の中
で耐えてきた彼女の慎ましさが最後に報われる24）。
しかし，ヘレナは単なる「耐える女性」ではない。Steven Mentzによれば，シェイクスピアのヘレナは，ノ
ヴェラにしばしば見られる「知恵者で行動的なヒロイン」と，古典ロマンスにしばしば見られる「耐えて美徳が
報われるヒロイン」の二つの流れのハイブリッドである25）。つまりヘレナには，ジレッタに見られるような，「知
恵者で行動的なヒロイン」の要素も受け継がれている。注目すべきは，ジレッタの知恵が彼女の冷静な判断力や
行動力に活かされているのに対し，ヘレナの知恵は，しばしば彼女のセクシュアリティと結び付けられることで
ある。例えば1幕1場でヘレナとパローレス（Parolles）が交わす性的な冗談に満ちたやりとりは，女性のたし
なみから大きく逸れながらもウィットに富んだヘレナを我々に呈示する。また，父親から受け継ぎ，愛するバー
トラムを手に入れる手段として用いる医術にも，セクシャルなイメージがまとわりついている。Kent R. Lehnhof
は，近代初期のヨーロッパで民間療法を施したいんちき医者の中には，女性医者もたくさんいたこと，また演技
性を売りにした大道薬売りの中にも女性がいたことを指摘し，ヘレナの医術はいわゆる知的でアカデミックな訓
練を受けた “physician” の類ではなく，経験主義的でセクシュアルな療法も含む女性の怪しい “healer” の類に
属すると論ずる26）。ぺインターのノヴェラにおいては，やはり民間療法であるはずのジレッタの医術が「神の御
業」として語られるのに対して27），ヘレナの医術は，「天の力の権現（“A Showing of a heavenly effect in an
earthly actor,2.3.23-24”）」という一面もある一方で，王と対面する場面，および治療を施した後に王ととも
に登場する場面ではセクシャルなイメージが多用される28）。Lori Schroeder Haslemも述べるように，最終場で
ヘレナが妊婦として登場するに至るまで，劇はヘレナのセクシュアリティを視覚では提示しないものの，たびた
び言葉でセクシャルなイメージが喚起されているのは否めない29）。そしてもちろんベッドトリックも，ヘレナが
自己のセクシュアリティを利用する「知恵」である。
しかし彼女の知恵者たる一面の最たる例は，最終場，彼女が妊婦として登場する場面であろう。先述のように，
ヘレナはジレッタと違い，子どもが生まれる前に，妊婦の状態でバートラムに会いに行く。つまりヘレナは，バー
トラムが与えた「お前の腹から私を父親とする子を産んでみせたら（“show me a child begotten of thy body
that I am father to”,3.2. 57-58）」という条件を，「子供を産む可能性」に巧みにすり替えているのである。実
際，バートラムを含む大勢の前で，バートラムが書いた手紙の文言を「我が子を身ごもるなら云々（“ by me
with child, etc.”, 5. 3. 307）」とごまかしたまま，「条件は果たされました（“This is done”, 307）」と言い切っ
ている。
本来なら無事に出産するまでは「条件が果たされた」ことにはならないはずであるが，百歩譲って妊娠中（“with
child”）でもよいとして，問題はヘレナが本当に妊娠しているのかどうかである。実は，ヘレナの妊娠は，ダイ
アナの台詞の中でちらりと言及されるのみである。ダイアナ曰く，ヘレナは「子がお腹を蹴るのを感じている（she
feels her young one kick. 5. 3. 296）」とのことだが，この台詞からだけでは実際ヘレナが妊娠何ヶ月ぐらい
なのか，どの程度お腹が出ているのかなどが明確ではなく，他のシェイクスピア劇に登場する妊婦と比較しても，
妊娠の状態を示す言葉の手がかりが非常に希薄である30）。それゆえしばしば指摘されるように，ヘレナが妊娠初
期，あるいは本当に妊娠したのかどうかさえ曖昧だという解釈も可能となる。Kathryn Moncriefは，近代初期
において，妊娠を判断する難しさと曖昧性があったこと，およびシェイクスピアがエンディングを種本からわざ
わざ変更して，ヘレナを妊婦として登場させたことを重視し，彼女の妊娠は証拠不足であると論じる31）。Caroline
Bicksも，知的にも肉体的にも “quick” なヘレナが目的を達成するために想像妊娠した可能性も示唆しつつ，
シェイクスピアがヘレナの身体を意図的に曖昧なままにしたと論じる32）。
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これらのことから，最終場面で登場するヘレナの身体の提示の仕方が重要となる。もしヘレナが観客の目にも
わかりやすく大きなお腹を抱えて登場したならば，間近の出産が予期されることで，この劇のエンディングは安
定したものだと言える。しかしそうでなければ，彼女の妊娠自体が自己申告に基づいたものにすぎず，甚だ曖昧
になる。その場合，バートラムの条件をすり替えたヘレナのしたたかさが露わとなり，かつ無事に出産までこぎ
つけられるかということも含めて，不安定なエンディングとなるのだ。ヘレナが疑いようのない妊婦として登場
する場合でさえも，たとえば Haslemは，ヘレナの妊婦としての身体提示は，それまで劇が言葉で喚起してきた
彼女のセクシュアリティを観客に呼び起こすものと考える33）。つまりヘレナの場合，彼女に対する評価とエンデ
ィングの解釈は，妊婦としてのヘレナの身体を舞台上でどう提示するか，そしてそれをどう解釈するかにかかっ
ていると言える。舞台上での表象の仕方次第では，この劇を一層複雑な「問題劇」にすることも可能なのだ。
4．おわりに
本稿では，ノヴェラから舞台への媒体の変化に伴う妊婦表象の変化として，ウェブスターの公爵夫人とシェイ
クスピアのヘレナについて，人物像の変化と妊婦としての身体提示が持つ意味を考察した。まず妊婦としての登
場以前に，舞台の彼女たちの人物像は，ノヴェラのそれから大きく発展して，劇作家たちが施したさまざまな複
雑な要素が盛り込まれていることが見て取れた。その上で公爵夫人やヘレナが妊婦として舞台に登場するとき，
ノヴェラであっさり語られる妊娠・出産とは大きく異なり，妊婦としての身体提示が劇の展開や解釈と密接に結
びついている。公爵夫人の身体は肥沃さを表す一方で，妊婦であることを隠そうとしたり，舞台裏でお産の苦し
みの叫び声をあげることで周囲の疑念を掻き立てる。逆にヘレナの場合は，自ら妊婦であることを主張して立場
を安定させようとしているが，彼女の妊娠は極めて曖昧にしか描かれていない。つまり彼女たちは，隠されてい
ることに拠るミステリアス性や，「妊娠」という状態そのものがもつ不確かさをその身体に背負って登場し，そ
れが劇的緊張や解釈の多様性を生み出すのだ。
この二作品を見る限り，ウェブスターとシェイクスピアは，舞台上の妊婦の身体性に当時の社会が妊婦に対し
て持っていた先入観・不安・欲望を巧みに重ねることで，少年俳優が演じる妊婦の女性性や母性が滑稽なシアト
リカリティに堕さないようにしているばかりか，女性性や母性をめぐる社会的・文化的葛藤を浮き彫りにしてい
ると言えよう。
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子はメアリ・シドニー・ロウス（Mary Sidney Worth, c.1587－1651／3）の『ユーレイニア第一部（The Countesse
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た，もし治療が失敗すればどのような罰を受ける覚悟があるかと王に問われると，ヘレナは淫売婦と呼ばれて処
女の名が汚されても構わない（“Tax of impudence, / A strumpet’s boldness, a divulged shame, / Tranduc’d
by odious ballads ; my maiden’s name / Sear’d otherwise”, 2. 1. 169－72）と答える。さらに，回復した王
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らかである。『尺には尺を（Measure for Measure, 1604）』では，ジュリエット（Juliet）の妊娠についてクロー
ディオ（Claudio）が “The stealth of our most mutual entertainment / With character too gross is write on
Juliet”(1.2.135-36)と述べ，妊娠が人の目に見えて明らかになったことがわかる。『ペリクリーズ（Pericles,
1608）』では主人公の妻サイーザ（Thaisa）の妊娠がコーラス役のガワー（Gower）によって告げられ，その直
後の黙劇ではト書きに “then enter Thaisa, with child”(3.0)とあり，さらに黙劇の解説を行うガワーが “His
Queen, with child”(3.0. 40)と繰り返す。このように妊娠への言及が三度繰り返され，次の場では赤ん坊が登場
することから，黙劇の中でサイーザは大きなお腹を抱えて登場していると思われる。
31）Kathryn Moncrief, pp.29-43.
32）Caroline Bickes, pp.299-331.
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This paper examines the change of representation of pregnant women, the Duchess in John Web-
ster’s Duchess of Malfi (1614) and Helena in Shakespeare’s All Well That Ends Well (1603), comparing
them with those in each source novella by William Painter. The change of medium from novella to stage
entails the disappearance of authorial narrator and the representation of actors’ bodies, which tend to influ-
ence more the characterization of female characters than that of male characters. Especially, stage represen-
tation of the body of pregnant women, though they were portrayed by boy actors, can emphasize their
femininity and sexuality and also dramatize the male / social /cultural anxiety about women’s pregnancy.
Webster’s Duchess on stage is now free from the narrator’s rigid criticism about female desire in
its source novella. Webster’s Duchess acquires much more dignity and the audience’s compassion. In con-
trast to the narrator’s brief description of her pregnancy and childbirth in the novella, the representation of
Duchess’ fertile body on stage seems to empower her. On the other hand, much dramatic tension results
from the appearance of the full-term Duchess on stage and her screaming during childbirth behind the
scene, as her pregnancy and delivery cause suspicion and anxiety of the people around her.
The appearance of Shakespeare’s Helena as a pregnant wife at the end of the play is a significant
deviation from the ending of its source novella. In Painter’s novella, Giletta, the equivalent of Helena,
comes to see her husband after she gave birth to twin boys. Helena slyly changes Bertram’s condition ;
“show me a child begotten of thy body that I am father to” turns into “with child”. Moreover, her preg-
nancy itself can be regarded as lack of proof and ambiguous as long as we read the text. Pregnancy was
mysterious enough for both the mother and the surrounding people in early modern times. Therefore, the
final interpretation of Helena’s character and the play’s ending depends much on the representation of her
pregnancy on stage.
Both Webster and Shakespeare skillfully dramatize the social and cultural confliction about preg-
nancy, femininity and maternity with the complex effects of a pregnant body on stage.
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